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第1299号  平成25年（2013年）3月15日 市役所　代表電話番号 緯585－1111

携帯電話へ災害発生情報や不審者情報、また高齢者の行方不明捜索のお願いをお知らせします　

（広告）

 
■
平
成　

年
度
ひ
の
市
民
大
学
開
講

２５

式
と
開
講
記
念
講
演
「
歴
史
を
学
ぶ

楽
し
さ
、
学
び
方
～
中
世
は
な
ぜ
面

白
い
？
」 

　

講
演
で
は
、
歴
史
を
学
ぶ
楽
し
さ

や
そ
の
学
び
方
に
つ
い
て
、
ま
た
、

講
師
の
専
門
分
野
で
あ
る
中
世
の
面

白
さ
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。
今
年
度
、
ひ
の
市
民
大
学
参
加

予
定
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

a
４
月
６
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時
b

ひ
の
煉
瓦
ホ
ー
ル
※
直
接
会
場
へ
e

峰
岸
純
夫
氏
（
東
京
都
立
大
学
名
誉

教
授
）
g
先
着　

人
l
中
央
公
民
館

２００

（
緯　

・
７
５
８
０
）

５８１

■
公
民
館
三
者
懇
談
会
を
開
催 

　

公
民
館
利
用
サ
ー
ク
ル
と
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員
、
公
民
館
職
員
が

懇
談
し
ま
す
。
公
民
館
へ
の
要
望
や

利
用
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

a
３
月　

日
㈯
午
後
２
時　

分
～
４

３０

３０

時
b
中
央
公
民
館
f
公
民
館
利
用
サ

ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る
方
l
中
央

公
民
館
の
催
し

公公公公公公公公公公公
民民民
館館館館
のののののの
催催催催催催催催催催
ししししししししししし

公
民
館
の
催
し

公
民
館
（
緯　

・
７
５
８
０
）

５８１

■
春
休
み
小
学
生
集
ま
れ
！
わ
く
わ

く
学
習
術
～
光
の
性
質
を
知
ろ
う
！

a
b
d
左
表
の
通
り
f
市
内
在
住
の

小
学
３
～
６
年
生
※
保
護
者
同
伴
可

g
申
込
制
で
先
着　

人
i
筆
記
用

２４

具
、
弁
当
、
飲
み
物
k
電
話
l
中
央

公
民
館
高
幡
台
分
室
（
緯　

・
０
８

５９２

６
４
）

 
テーマ・講師会場時間日程

灯台から発する光の特性（反射、屈折
など）について知ろう！
e小西正之氏
（アジレント・テクノロジー㈱）など福祉支援センター

１０：００～
１２：００

３／２６㈫
光と影について知ろう！
e大道芸団マアムの皆さま
（明星大学ボランティアセンター）

１３：００～
１５：００

紫外線てなんだろう！
e白數哲久氏
（昭和女子大学附属昭和小学校教諭）中央公民館高幡台

分室
※上履き持参

１０：００～
１１：３０

２７㈬ 赤外線てなんだろう！
e白數哲久氏
（昭和女子大学附属昭和小学校教諭）

１３：００～
１４：３０

 
■
さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
～
桜
咲

く
滝
山
公
園
め
ぐ
り 

a
３
月　

日
㈰
c
午
前
９
時
～
９
時

３１

　

分
に
八
坂
神
社
※
随
時
出
発
d
コ

３０ー
ス
…
栄
町
１
丁
目
交
差
点
→
新
旭

橋
交
差
点
→
八
王
子
水
再
生
セ
ン
タ

ー
→
八
王
子
車
検
場
入
口
交
差
点
→

滝
山
公
園
※
最
終
チ
ェ
ッ
ク
時
間
午

後
１
時
。
約
９
キ
ロ
（
約
２
時
間　
３０

分
）
h　

円
i
雨
具
、
飲
み
物
l
文

１００

化
ス
ポ
ー
ツ
課

■
平
山
台
文
化
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か

ら ▼
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
会
員

募
集

a
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
～
４
時
、

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
～
４
時
b
平

山
台
健
康
・
市
民
支
援
セ
ン
タ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
h
１
回　

円
１５０

▼
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
会
員
募
集

a
毎
週
水
曜
日
午
前　

時
～
正
午
、

１０

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
～
３
時
b
平

山
台
健
康
・
市
民
支
援
セ
ン
タ
ー
h

１
回　

円
２５０

　

い
ず
れ
も
k
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
。
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
l
平
山
台
文

化
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
緯
思　

・
９

５０６

９
７
９
死hirayam

adai@
hop

.ocn.ne.jp

）

■
東
部
会
館
温
水
プ
ー
ル
い
き
い
き

教
室
の
参
加
者
募
集 

▼
大
人
の
水
泳
教
室
…
a
３
月　

日
１６

～　

日
の
毎
週
水
曜
・
土
曜
日
①
午

３０
後
０
時　

分
～
１
時　

分
②
午
後
７

３０

３０

時
～
８
時
f　

歳
以
上
の
方
h
５
回

１８

５
千　

円
の
チ
ケ
ッ
ト
制
※
入
場
料

２５０

別
途

▼
骨
盤
な
め
ら
か
体
操
教
室
…
a
３

月　

日
㈯
・　

日
㈯
・　

日
㈯
午
前

１６

２３

３０

　

時
～
正
午
b
東
部
会
館
g　

人
h

１１

１０

５
回
５
千　

円
の
チ
ケ
ッ
ト
制

２５０

▼
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
水
中
運
動

ス
ポ
ー
ツ

ススススススススススス
ポポポポポポポポポポポ
ーー
ツツツツツツツツツツツ

ス
ポ
ー
ツ

…
a
３
月　

日
㈮
・　

日
㈮
①
午
前

２２

２９

　

時
～　

時
②
午
後
１
時
～
２
時
g

１０

１１

　

人
h
５
回
５
千　

円
の
チ
ケ
ッ
ト

２０

２５０

制
※
入
場
料
別
途

▼
春
休
み
カ
ヌ
ー
体
験
教
室
…
a
３

月　

日
㈯
・　

日
㈰
午
前
７
時　

分

３０

３１

３０

～
９
時　

分
g
申
込
制
で
先
着
７
人

３０

h
５
千　

円
※
入
場
料
別
途
k
３
月

５００

　

日
㈬
ま
で
に
電
話

２７
　

い
ず
れ
も
b
l
東
部
会
館
温
水
プ

ー
ル
（
緯　

・
５
２
６
６
）

５８３

 
■
図
書
館
お
は
な
し
会
（
４
月
） 

a
b
l
３
日
㈬
・　

日
㈬
…
高
幡
図

１７

書
館
（
緯　
・
７
３
２
２
）、
４
日
㈭

５９１

・　

日
㈭
・　

日
㈭
…
多
摩
平
図
書

１１

１８

館
（
緯　

・
２
５
６
１
）、　

日
㈬
・

５８３

１０

　

日
㈭
…
中
央
図
書
館
（
緯　

・
０

２５

５８６

子
ど
も
・
保
護
者

向
け
イ
ベ
ン
ト

子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどど
もももももももももも
・・
保保保保
護護
者者者者者者者者者者

向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけ
イイイイイイイイイイイ
ベベベベベベベベベベベ
ンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトト

子
ど
も
・
保
護
者

向
け
イ
ベ
ン
ト

５
８
４
）、　

日
㈬
…
百
草
図
書
館

２４

（
緯　

・
４
６
４
６
）
f
０
～
２
歳

５９４

児
、
３
歳
～
未
就
学
児
、
小
学
生
以

上
、
保
護
者
（
本
の
紹
介
）
j
時
間

な
ど
詳
細
は
各
館
に
問
い
合
わ
せ

を
。
ま
た
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照

 
■
映
画
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
三
組
」 

　
　

万
部
を
売
り
上
げ
、
ベ
ス
ト
セ

５８０
ラ
ー
に
な
っ
た
小
説
「
五
体
不
満

足
」。
そ
の
著
者
・
乙
武
洋
匡
が
平
成

　

～　

年
の
３
年
間
、
杉
並
区
立
杉

１９

２２

並
第
４
小
学
校
教
諭
と
し
て
教
壇
に

立
っ
た
。
そ
の
体
験
か
ら
書
き
上
げ

た
小
説
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
３
組
」
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
野
映
像
支
援
隊
に
よ
る

撮
影
誘
致
事
業
の
ご
紹
介

映
画
化
。

　

今
回
は
、
ダ
ウ
ン
症
の
姉
を
持
つ

不
登
校
の
女
子
生
徒
家
族
が
夏
休
み

に
家
族
で
訪
れ
た
多
摩
動
物
公
園

と
、
家
族
が
暮
ら
す
家
で
の
撮
影
が

日
野
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

a
公
開
予
定
…
３
月　

日
㈯
か
ら
東

２３

宝
系
全
国
公
開
d
出
演
…
国
分
太

一
、
乙
武
洋
匡
、
榮
倉
奈
な々
ど

 

150

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
の

と

歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗

「
木
枯
し
紋
次
郎
」日
野
宿
へ

　

長
身
、
鋭
い
が
冷
た
く
暗
い
ま
な

ざ
し
、
そ
し
て
口
に
く
わ
え
た
長
い

 
楊  
枝 
。
そ
れ
は
吹
き
鳴
ら
す
と
、
木

よ
う 
じ

枯
し
の
よ
う
な
音
が
し
た
。
天
涯
孤

独
な 
渡  
世  
人 
、
人
呼
ん
で
「 
木  
枯 
し

と 
せ
い 
に
ん 

こ 
が
ら

 
紋  
次  
郎 
」は
、三
度
笠
を
目
深
に
か
ぶ

も
ん 
じ 
ろ
う

り
、
古
び
た 
道  
中  
合  
羽 
に
身
を
包

ど
う 
ち
ゅ
う 
が
っ 
ぱ

ん
で
あ
て
の
な
い
旅
を
続
け
る
…
。

　

１
９
７
０
年
代
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

化
さ
れ
た
「
木
枯
し
紋
次
郎
」（
中
村

敦
夫
主
演
）
は
大
ヒ
ッ
ト
し
、
紋
次

郎
の
決
め
ゼ
リ
フ
「
あ
っ
し
に
は
か

か
わ
り
の
ね
ぇ
こ
っ
て
」
は
流
行
語

に
な
り
ま
し
た
。

　

ド
ラ
マ
の
原
作
は
笹
沢
左
保
の
時

代
小
説
「
木
枯
し
紋
次
郎
」
シ
リ
ー

ズ
。　

編
ほ
ど
書
か
れ
た
シ
リ
ー
ズ

１００

の
記
念
す
べ
き
第
一
作
が
、
甲
州
道

中
日
野
宿
が
登
場
す
る
「 
赦  
免  
花 
は

し
ゃ 
め
ん 
ば
な

散
っ
た
」
で
し
た
。
日
野
宿
の
左
文

治
は
、
紋
次
郎
が
唯
一
心
を
ゆ
る
す

兄
弟
分
で
し
た
。
紋
次
郎
は
、
そ
の

左
文
治
に
裏
切
ら
れ 
復  
讐 
を
果
た
し

ふ
く 
し
ゅ
う

ま
す
。
あ
ま
り
救
い
の
な
い
話
で
す

が
、
作
者
の
筆
力
に
引
き
ず
ら
れ

て
、
結
局
最
後
ま
で
読
み
通
す
こ
と

に
な
る
作
品
で
す
。

　

日
野
宿
に
つ
い
て
は
、
夜
は
常
夜

燈
の
灯
り
だ
け
が
と
も
る
暗
い
街
並

み
で
、
東
の
は
ず
れ
を
流
れ
る
多
摩

川
に
は
渡
船
場
が
あ
り
、
そ
の
川
で

と
れ
る
鮎
を
使
っ
た
鮎
鮨
が
名
物
だ

と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の

作
品
で
も
、
紋
次
郎
は
何
度
か
幕
末

の
日
野
宿
を
通
過
し
て
い
ま
す
。

　

「
か
か
わ
り
の
な
い
こ
と
」
と
い

い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
に
巻

き
込
ま
れ
、
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ

で
、
情
の
厚
さ
を
垣
間
見
せ
る
紋
次

郎
。
信
じ
て
頼
れ
る
の
は
自
分
だ

け
、
と
い
う
紋
次
郎
の
姿
に
は
、
作

者
笹
沢
左
保
の
人
生
観
が
色
濃
く
投

影
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
日
野
市
歴
史
資
料
整
理
編
集
委
員

会
委
員　

安
藤
陽
子
）

　

な
お
、
郷
土
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
、
記
事
の
詳
細
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
印
刷
版
も
配
布
し
て
い
ま

す
。

l
郷
土
資
料
館
（
緯　
・
０
９
８
１
）

５９２

▲木枯し紋次郎記念碑（群馬県太田市藪塚町）

東京都日野市西平山5-26-12

　オリンピックの正式種目採用に期待が高まっている空手道競
技。今年開催される国体では、空手道競技が日野市で行われま
す。
　そこで、日本の武道・空手道競技の魅力を子どもたちに広く知
ってもらうために、空手道の歴史、伝統、魅力などを解説し、実
際の「形」の演武を披露します。また、実技を体験できる教室を
開催します。この機会にぜひ、ご参加ください。
a３月２３日㈯・３０日㈯午後６時から※１日だけの参加可b市民の
森ふれあいホール※直接会場へl国体推進室

日本の武道「空手道」

その魅力を体感しよう！

日野市国体開催競技「空手道」普及啓発事業

▲昨年のスポーツ祭東京２０１３空手道競技リハ
ーサル大会から


